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法政大学出版局　2017年8月重版出来　定価3456円（本体3200円＋税） A5判並製・332頁
 杉田 敦 編著／川崎 修 編著 

西洋政治思想資料集  ISBN978-4-588-62527-5 C1031

さまざまな思想家や思想潮流についての研究書、解説書はすでにたくさん出版されている。重要な著書も専門家
によって翻訳されていることが多い。しかし思想家の概説と原典をあわせて気軽に読める本はなかった。本書は古
代から現代までの代表的な思想家57名を、各分野の第一人者が原典と解説の2本立てでやさしく紹介する、かつ
てないタイプの入門書である。　 　　　　　　　【政治思想・政治哲学】

☆関連書：押村高『国家のパラドクス』、岡本仁宏『新しい政治主体像を求めて』（小局刊）。
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法政大学出版局　2017年9月下旬配本　定価3888円（本体3600円＋税） 四六判上製・296頁
スーザン・バック＝モース 著／岩崎 稔 監訳／高橋明史 訳 《叢書・ウニベルシタス1064》

ヘーゲルとハイチ 普遍史にむけて ISBN978-4-588-01064-4 C1310

奴隷制と植民地支配が形成した世界資本主義市場を背景に、近代市民社会をめぐるヘーゲルの洞察とハイチ革
命の現実とを同時に思考すること。それは、主人と奴隷の弁証法のプロセスないし階級闘争史とみなされた世界史
のヴィジョンを、従来問われずにいたまったく別の観点から批評することである。非西洋中心主義的で真に普遍的
な人類史にむけた、ポストコロニアル的批判の刺激的成果！　　 【哲学思想・歴史哲学】

☆関連書：G.-T.レーナル『両インド史 東インド篇 上下』『西インド篇 上』、バーバ『文化の場所』（小局刊）。

法政大学出版局　2017年9月下旬配本　定価2376円（本体2200円＋税） A5判並製・200頁
塩原良和 著 

分断するコミュニティ オーストラリアの移民・先住民族政策 ISBN978-4-588-67520-1 C1036

★ 固有の権利を主張する先住民族、母国を追われた難民、高度な技能を持つ移民など、多様な背景を持つ他者が
増え続ける現在、社会の構成員の平等をめざしたシティズンシップの理念は変容を迫られている。コミュニティを
重視するとしてマイノリティに自己責任の価値観を押しつけ、効率性を追求する新自由主義的政策の問題点を長
年の現地調査から考察し、それが社会的分断を深めると警鐘を鳴らす。 【多文化主義・社会問題】

☆関連書：『変革する多文化主義へ』（小局刊）、『分断と対話の社会学』（慶應義塾大学出版会 ）ほか。

法政大学出版局　2017年9月中旬配本　定価2916円（本体2700円＋税） 四六判上製・256頁
ヤン＝ヴェルナー・ミュラー 著／斎藤一久、田畑真一、小池洋平 監訳 《叢書・ウニベルシタス1067》

憲法パトリオティズム  ISBN978-4-588-01067-5 C1330

★ ハーバーマスによって提唱された、自由や平等など憲法に含まれる普遍的原理に根ざした社会統合を目指す構想
「憲法パトリオティズム」の議論が、分断と排除とポピュリズムが席巻する現在、いま再び注目されています。本書
はその最も定評ある解説書で、原書はハーバーマスも推薦！　既刊『ポピュリズムとは何か』（岩波書店）も好評な
著者の主著です。憲法とともにある新しい批判理論を提唱します。 【政治哲学・社会】

☆関連書：著者既刊ミュラー『ポピュリズムとは何か』（岩波書店）、ハーバーマス『自然主義と宗教の間』（小局刊）。

大好評につき
重版決定 !!


